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業務報告
平成21年度 業務報告
平成 16年 4月の法人化以降,実験系廃液の収集 ･処分,排水管理,廃棄物管理等の業務を保健環
境センター環境安全部門が実施してきましたが,平成 20年 4月の組織改編 (保健環境センターの分
離)により,環境管理センターがこれら業務を継続実施する体制となっています｡
また,平成 21年 4月に事務組織改組があり,事務担当の名称が安全衛生部安全管理課環境管理係
と変更されました｡
平成 21年度中に実施した主要な活動業務を下に示します｡
平成21年度主要活動状況
平成 21年 4月
5月
6月
7月
11月
12月
平成 22年 1月
有機廃液受入 (第 1回),排水定期分析
廃液処理技術指導員講習会 (津島地区),有機廃液受入 (第2回),
無機廃液受入(第 1回),岡山市立入採水対応 (津島地区),排水定期分析
有機廃液受入 (第3回),排水定期分析
pRTR報告,pCB報告,廃棄物報告
無機廃液受入 (第2回),特殊廃液受入 (第 1回),有機廃液受入 (第4回)
排水定期分析
排水定期分析
有機廃液受入 (第 5回),排水定期分析,毒劇物管理状況調査
有機廃液受入 (第ら回),無機廃液受入 (第3回),写真廃液受入,
排水定期分析,化学物質管理状況監査
有機廃液受入 (第7回),排水定期分析,化学物質管理状況監査
廃液処理技術指導員講習会 (鹿田地区)
有機廃液受入 (第8回),岡山市立入採水対応 (津島地区),排水定期分析,
化学物質管理状況監査
有機廃液受入 (第9回),無機廃液受入 (第3回),特殊廃液受入 (第2回)
排水定期分析
有機廃液受入 (第 10回),排水定期分析
排水定期分析
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1.廃液管確
平成 19年度より申し込み時期の事務通知を廃止し,Webページ上に提示された年間予定表を参考
に,廃液処理技術指導員が各自時期を確認し申し込むこととなりました｡定期的 (毎月決まった日
等)に受け入れることが必要と考えていますが,現状は諸事情により収集方法及び時期について変更
の可能性があります｡随時変更を行っていますので,定期的な確認にご協力をお願いします｡
有機廃液に関しては平成 18年度より,無機廃液に関しては平成 21年度より重金属廃液のみ貯留容
器を変更しています｡旧型容器では搬入できませんのでご注意ください｡
1.1 無機廃液
無機廃液は平成 18年度より外部委託処理化されましたO平成20年度より年4回の受け入れを行っ
ています (うち2回は重金属廃液のみ)O平成 21年度無機廃寺夜の部局別年間搬入量を表 1に示しま
すO無機廃渚の総搬入量は,平成 20年度の 5,947kgより増加減少し,近年低水準で推移しています.
水銀廃液を除く無機廃液については,水銀含有について容器別全数チェックを行うこととしていま
す｡結果として,昨年度同様に水銀廃液を排出する講座の重金属廃液の一部及び長期間使用している
と思われる重金属廃液容器に貯留されていた廃液の一部に水銀含有が罷められ,水銀廃液として扱う
こととなりました｡
廃液貯留容器の汚損が目立ち,容器ふた部分からの漏洩が多くみられるようになっていることから,
21年度より貯留容器 (重金属廃液用のみ)を新型容器に切り替えました｡旧容器では搬入できませ
んので,ご注意ください｡
表1 平成21年度無機廃液部局別搬入量 (単位 :kg)
､ ＼ 地セ 教育 理 医歯 秦 工 環理 負 資研 学務 環セ 合計
重金属 0 01072 72 137 8241550 352 117 142 23 4287
水 銀 0 0 105 17 0 0 52 39 19 0 24 256
シアン 0 0 0 0 17 0 0 0 0 19 0 17
部局別計 0 01177 89 153 8241601 391 136 142 47 4559
1.2 有機廃液
平成 20年度より,8月及び3月以外の毎月,計 10回の受け入れを行っています.計画を立て,可
能な限り少量多回数での搬入をお願いします｡
平成 21年度の有機廃液の部局別年間搬入量を表 2に示します020年度実績 (24,028kg)より減少
していますが,年間2万 トン超で推移しています｡
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表2 平成21年度有機廃液部局別搬入量 (単位 :kg)
学務 教育 理 鹿田 莱 工 環理 磨 資研 自セ 埋文 環セ 計
非水密性有機溶媒 0 132 485 18610791844 142 180 5 0 0 0 4053
水溶性有機溶媒 0 0 364 94 5061063 844 669 39 0 0 0 3579
廃オイル類 0 0 52 37 111 170 140 0 25 0 0 5 539
その他自燃性有機廃液 0 0 23 38 29 15 49 0 0 0 0 0 153
低濃度塩素系有機廃液 0 0 335 0 977 623 187 159 17 0 0 0 2299
高波度塩素系有機廃液 0 0 281 166 36211391858 279 41 0 0 0 4126
ホルマリン廃液 0 0 201069 16 0 0 7 20 0 0 0 1131
その他難燃水系廃液 0 0 115 505 87812441961 262 55 0 0 0 5028
部局別計 0 132167420963957609651801555 203 9 0 5 20908
1.3 写真廃液
写真廃液は 2日間で受け入れています｡平成 21年度の写真廃液部局別搬入量を表 3に示します｡
廃液量に関して,昨年度より減少 (20年度実績 2,33Skg)しました｡委託業者により定着廃液は中和
(銀回収)処理,現像廃液は中和処理が行われています｡
表3 平成21年度写真廃液部局別搬入量 (単位 :kg)
＼ 学務 保セ ア総 教育 理 医歯 薬 工 環理 農 資研 文 合 計
現像廃液 172 86 82 0 24 419 74 93 7 24 5 0 1027
定着廃液 60 87 90 0 0 337 54 24 3 19 2 0 675
1.4 特殊廃液
平成 lS年度より新設された区分です｡詳細については問い合わせをお願いします｡平成 20年度か
ら年 2回の受け入れを行っています｡平成 21年度の特殊廃液部局別搬入量を表 4に示します｡20年
度実績 (737kg)より減少しています｡
表4 平成21年度特殊廃液部局別搬入量 (単位 :kg)
＼ 学務 理 医 薬 工 莱 資研 合計
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2.排水管理
2.1 津島地区排水監視システム落雷被害
平成 21年 6月 16日に津島地区内に落雷があり,pH計 2台計測不可となりました｡翌日には応急
措置を行い下水道排水に pH異常がないかどうかのチェックが可能となりました｡また,施設企画部
を通じ災害復旧経費要求を行い,9月には交換修理が完了しました｡
都合 4年連続の落雷被害となったこともあり,最終放流に関するpH計3台,記録計 1台のみでは
ありますが,平成 21年 9月にはセンター運営費にて落雷被害対策装置の設置を行いました｡しかし,
その他の箇所については,資金もなく未対策のままでした｡
平成 22年 9月 23日にも津島地区内に落雷があり,pH計 6台計測不可,記録計 3台記録不可の状
態となる甚大な被害となりました｡災害復旧経費を要求し復帰に努めている状況です｡ただし,落雷
被害対策装置を設置した部分においては装置が作動したため,正常に監視 ･記録が行われています｡
このことからも早期に落雷被害対策の具体化が切に望まれます｡
2.2 津島地区排水の状況
津島地区では,実験系洗浄排水は毎月 1回,生活系排水は年 1回の排水分析を行い,その結果を岡
山市に報告しています｡岡山市に報告した平成 20年度の津島地区実験洗浄排水,生活排水水質分析
結果を表 5に示します｡また,平成 21年 4月には岡山市より通知があり,今後毎月の報告は行わな
くてもよいこととなりました｡
平成 21年度にはpH異常が 11件ありました｡近年にはない回数であり,該当部局はもとより,今
後一層の排水管理をお願いいたします｡
また,岡山市より実験系洗浄排水について立ち入り検査を受けており,平成 21年度は平成 21年 5
月 25日及び 11月 25日,また平成22年度は,4月 21日及び 10月4日に立ち入り採水がありましたO
測定項目は,鉛化合物, トリクロロエチレン,テ トラクロロエチレン,ジクロロメタン,ベンゼン,
ほう素化合物,ふっ素化合物,亜鉛化合物,水素イオン濃度です｡特に平成 21年 5月の採水時には
異常が確認され,次節に示す対応が行われました｡問題となりましたジクロロメタンを含め,今後一
層の排水管理を行っていく必要があります｡
2.3 津島地区西団地におけるジクロロメタン流出
岡山市による平成 21年 5月 25日の採水は分析の結果,6月4日に西団地のジクロロメタンについ
て基準値の 10倍以上の濃度が確認され,即時排水停止の措置を取りました｡原因究明及びジクロロ
メタン使用制限を行った上で 6月 28日まで排水制限及び水使用制限を行い,岡山市等と今後の対応
を協議,文書提出後,6月29日に解除の運びとなりましたO
このことを受け,7月3日に教育研究環境担当理事名で全学に対し,注意喚起を行いました｡
また,本件については,1年後に再協議することとなっていたため,平成 22年 7月には市と協議
し,月 1回の定期分析以外に,年2回自主分析を行うこと,となっています｡今回問題となりました
ジクロロメタンを含め,今後一層の排水管理を行っていく必要があります｡
2.4 水質管理講習会の開催
平成 22年 5月 22日に,平成 22年度水質管理講習会を開催しました｡水質管理状況と業務として,
最近の排水の状況,環境管理員 (水質管理担当者)の業務内容,関係法令等と学内規程や 排水事故
時の対応について,また 津島地区における排水関連設備の現状と維持について説明を行いました｡
参加者数 23名でしたO
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表5-1 平成21年度津島地区団地実験洗浄排水 ･生活排水水質分析結果
測定項目(単位) 有害物賞
力ト●ミ仙及びその化合物 シアン化合物 鉛及びその化合物 六飾舛ム化合物 批兼及びその化合物 金水銀 川クロロエチレン テトラク打エ刊′ン シ◆Ot)ロメタン 四境化炭兼 1.2-/1E)E)エタン
採水日 団地名 blg/I) bg/) (咋′l) bE/l) bg/A) bg′り bg′l) (nfg′l) (叱/I) (喝′L) (喝′l)
平成21年4月9日 莱験系 北団地 く0.01 <0.1 〈0.01 く0.04 〈0.01 く0.0(追 く0.03〈0.OCO5 く0.002 <0.0002 <0.0004束団地 く0.01 く0.ー 〈0.01 く0.04 く0.01 く0.00肪 〈0.03〈0.0∝l5 く0.002 く0.0(氾2 <0.0004西団地 く0.01 く0.I 〈0.01 〈0.04 く0.01 く0.005く.03〈0.CO5 く0.002 <0.0002 く0.0∝)4
5月14日実験系 北団地 く0.0ー <0.1 〈0.01 く0.04 く0.01 <0.0005<0.003〈0.OCK)5金.B24 く0.002 <0.0004東団地 く0.0ー く0.I く0.01 く0.04 く0.01 <0.0005〈0.003〈0.0(沿5 く0.002 く0.0∝l2 く0.004西団地 く0.0ー く0.ー く0.01 〈0.04 く0.01 <0.0005く.003〈0.0(氾5色J皇虫 く0.0肋2 く0.004
6月11日 実検系 北EZl地 く0.0ー く0.ー く0.01 く0.04 く0.01 <0.0005く0.003く0.0(泊5 0.014 <0.0002 <0.0004貴EEl地 く0.01 く0.ー く0.01 く0.04 く0.01 <0.0005く0.003く0.0∝I5 く0.002 <0.0002 <0.0004西団地 く0.01 く0.I く0.01 〈0.04 〈0.01 <.0005く0.003く0.0(氾5 〈0.002 〈0.0(泊2 く0.0∝川
7月9日 莱験系 北団地 く0.01 〈0.I く0.01 く0.04 〈0.0ー <0.0005<0.003<0.0005 く0.002 <0.0002 く0.0∝川
東団地 く0.0ー く0.ー く0.01 〈0.04 く0.0ー く0.(氾05く0.003く0.0(氾5 く0.002 <0.0002 く0.OCO4
西団地 <0.01 〈0,ー く0.01 〈0.04 く0.0ー く.(氾05く0.003く0.0(氾5 〈0.002 く0.OCO2 く0.0004
7月23日 莱 西団地 - - - - - - - - く0.002 - -
8月6日 莱験 北団地 く0.0ー く0.ー く0.01 く0.04 〈0.0ー く0.COOS く0.03<0.0005 〈0.002 <0.0002 <0.0004東団地 く0.0ー く0.ー く0.01 く0.04 く0.0ー く0.∝lO5〈0.003く0.0(氾5 〈0.002 く0.0∝l2 <0.0004西団地 く0.0ー く0.1 く0.01 く0.04 く0.0ー く0∝lO5く0.003<0.0005 く0.002 く0.002 く0.OCO4
8月27日 実 西団地 - - - - - - - - 〈0.002 - -
9月10日 実検慕 北団地 く0.0ー く0.I く0.01 く0.04 く0.0ー く0.(氾05く0.003く0.005 く0.002 <0.0002 く0.OCO4東団地 く0.01 く0.1 く0.01 く0.04 〈0.0ー く0.(泊05く0.003く0.0∝l5 く0.002 <0.0002 〈0.OCO4西団地 く0.0ー く0.1 く0.01 く0.04 <0.01 く0.∝lO5〈.003く0.0(泊5 く0.002 <0.0002 〈0.0∝l4
9月24日 莱 西団地 - - - - - - - - く0.002 - -
10月8日 実検系 北団地 く0.0ー く0.1 く0,0ー く0.04 く0.01 <0.0005く0.003く0.005 く0.002 く0.0(氾2 く0.0(氾4
東団地 く0.01 く0.1 く0.0ー く0.04 〈0.01 く0.005 く0.003<0.0005 く0.002 <0.0002 く0.0∝l4
西団地 く0.01 く0.1 く0.01 〈0.04 〈0.01 <0.0005く0.003く0.005 く0.002 く0.002 〈0.0(泊4
生請系 北団地 く0.01 く0.1 く0.01 く0.04 〈0.01 <0.0005く0.003<0.0005 く0.002 く0.0∝l2 <0.0004
教書(ー3) 1 〈 .1 く ∝1 〈 (氾 OCO < 00
哩(15) く0.01 く0.1 く0.01 〈0.04 く0.01 く0.005 く0.003く0.0仙5 く0.002 く0.0∝l2 <0.0004
新技術(16) く0.01 く0.1 く0.01 く0.04 〈0.01 <0.0005<0.003く0.005 〈0.002 く0.0∝ほ く0.0α)4
東団地 く0.01 く0.1 く0.0ー く0.04 く0.01 <0.0005<0.003〈0.005 く0.002 く0.0(氾2 <0.0004
西団地 く0.01 く0.1 〈0.01 〈0.04 く0.01 <0.0005 く0.03く0.0仙5 く0.002 く0.0032 <0.0004
0ー月22日 実 西路地 - - - - - - - - 〈0.002 - -
日月12日 実倹莱 北団地 く0.01 く0.1 く0.0ー く0.04 く0.01 <0.0005く0.03く0.OCO50.008 く0.002 く0.004東団地 〈0.01 〈0.1 く0.0ー く0.04 く0.01 く0.005く0.03〈0.005 く0.002 <0.0002 く0.0αは酉団地 〈0.01 〈0.1 く0.0ー く0.04 く0.01 <0.0005<0.003〈0.0(沿5 く0.002 <0.0002 く0.OCO4
一一月26日 莱 西団地 - - - - - - - - く0.002 - -
2ー月 0ー日 莱横糸 北拭地 〈0.01 く0.1 〈0.0ー く0,04 く0.01 く0.(氾05く0.003く0.0∝)50.05 <0.0002 <0.0004束斑地 〈0.01 く0.1 〈0.01 く0.04 く0.01 く0.(氾05く0.003く0.OCO5 く0.002 く0.002 <0.0004西民地 く0.01 く0.1 く0.0ー く0.04 く0.01 く0.(氾05〈.003〈0.0∝I5 0.0一一 <0.0002 <0.0004
2ー月24日 実 西団地 - - - - - - - - く0.002 - -
平成22年1月14日 美顔系 北Bl地 く0.01 く0.I 〈0.01 〈0.04 く0.01 <0.0005く0.003く0.0∝I5 く0.002 く0.0(氾2 く0.OCO4束Eil地 く0.01 く0.1 〈0.01 く0.04 く0.01 く0.(泊05く0.003〈0.0(氾5 く0.002 <0.0002 く0.OCO4西田地 く0.01 く0.1 〈0.01 く0.04 く0.01 く0.(泊05〈0.003〈0.0∝l5 〈0.002 く0.0(氾2 〈0.0∝川
1月28日 実 酉預地 - - - - - - - - 〈0.002 - -
2月4日実験系 北昂地 く0.01 く0.1 〈0.01 く0.04 く0.01 く0.00肪 く0.003く0.0∝l5 く0.002 〈0.Oa)20.0004東団地 く0.01 <0.1 〈0.01 〈0.04 く0.01 く0.(泊肪 く0.003<0.0005 く0.002 <0.0002 <0.0004西団地 く0.0ー <0.1 〈0.01 く0.04 〈0.01 〈0.COOSく0.003く0.005 〈0.002 く0.0(泊2 く0.OCO4
2月24日 実 西団地 - - - - - - - - く0.002 - -
莱秩 北団地 く0.01 〈0.I 〈0.01 〈0.04 く0.01 く0.(氾05く0.003く0.0∝l50.∝伯 く0.002 〈0.0(氾4東同地 く0.0ー く0.1 く0.01 〈0.04 く0.0ー 〈0.(氾05く0.003<0.0005 く0.002 く0.OCO2 <0.0034西団地 く0.0ー く0.ー く0.01 〈0.04 く0.0ー く0.(氾05〈0.003く0.0(氾5 く0.002 く0.0∝)2 <0.0004
3月18日 莱 西Eil地 - - - - - - - - く0.002 - -
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表5-2 平成21年度津島地区団地実験洗浄梯水 ･生活排水水質分析結果
測定項目 有害物賞 環境項目等
1.1- シス-1,2- 1.1.1- 1,1.2-I(.jt'> セレン ほう素 ふっ素 フユノー↓類 銅 亜鉛(単位) シ●ク叩 シ●9t)P 川クPP 川クEt) 及びその 及びその 及びその 及びその 及びそのエチレン エルン エタン エタン 化合物 化合執 化合牡 化合Iね 化合独
採水日 Egl地名 bL/I) Ot/l) (叱/l) bg′l) (ーt/() b上′l) bg′l) bE/l) bdl) (lt′l) bv'L)
平成21年4月9日 実倹系 北EZl地 く0.∝l2く0.(カ4く0.OCO5〈0.006く0.CK)1 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 0.01 0.03兼団地 <0.002く0.co一 〈0.0∝B く0.COO石 く0.(カ1 く0.01 く0.2 〈0.4 く0.5 く0.01 く0.01西団地 <0.002く0.(カ4<0.0005 く.(氾06 く.(氾1 く0.01 〈0.2 く0.4 く0.5 く0.0ー 0.05
5月14日 莱族系 北団地 く0.02く0.(カ4く0.0035 く0.(氾06 く0.(氾1 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.0ー 0.06東団地 く0.CO2く0.α)4く0.0∝6 〈0.(氾06 く0.031 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 く0.01酉団地 く0.∝l2く0.∞4〈0.0∝拓<0.0006 く.(カ1 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.0ー 0.04
6月11日 実験系 北Eil地 〈0.∝l2く0.CO4<0.0005 く0.∝IO6 く0.∝I1 く0.01 〈0.2 く0.4 く0.5 0.0ー 0.06兼団地 く0.∞2〈0.【沿4<0.0005<0.0006 く0.∝日 〈0.01 〈0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.03西団地 <,m)2<0004<0.0005<0_0006 く.∝日 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.03
7月9日 莱倹系 北団地 く0.CK)2く0.α)4く0.0(氾5<0.0006 く0.01 く0.0ー く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.02東団地 <0.CK)2く0.∝14く0.0035く0.(氾06 く0.01 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 く0.01酉団地 く0.CK)2<0.004く0.0∝芯く006 く,CK)1 く0.0ー く0,2 〈0.4 く0.5 く0.01 0.04
7月23日 莱 西昂地 - - - - - - - - - - -
8月6日 実検系 北団地 く0.∞2〈0.(泊4く0.0∝6く0.(氾06く0.CK)1 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0,0ー 0.04東団地 <0.002く0.04く0.0∝芯く0.(氾06く0.(カ1 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.01酉団地 <0.002く0.04く0.OCO5〈0.∝IO6く0.∝l1 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.04
8月27日 莱 西団地 - - - - - - - - - - -
9月10日 莱験慕 北団地 く0.(氾2く0.∝l4く0.OCKX;く0.006く0.031 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.02東団地 く0.(氾2く0.(カ4〈0.0∝6 く0.α)06く0.01 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 <0.01西団地 く0.02く0.(カ4く0.0035 く.∝lO6<0.001 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.03
9月24日 実 西団地 - - - - - - - - - - -
0ー月8日 莱秩系 北団地 く0.CK)2く0.【氾4く0.0(X芯 <0.00u く0.01 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 く0.01
束団地 く0.(氾2く0.α)4〈0.0035<0.0006 <0.001 く0.01 〈0.2 く0.4 く0.5 く0.01 く0.01
西団地 〈0,02く0.004く0.0∝后 <0.0006 く0.CO1 <0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.02
生慕 北箆地 く0.02く0.04く0.0∝6<0.0006く0.01 く0.01 く0,2 く0.4 - - -
牧★(13) 0 < 00 ∝6く(氾06 CK) - - -
哩(15)く0.02く0.(氾4く0.OCO5く0.∝lO6く0.∝lt く0.01 く0.2 く0.4 - - -
Jf技術(t6)< 0 く ∝l ∝后く∝lO ∞ー . 〈
兼団地 く0.02<0.004く0.0∝芯<0.0006く0.01 く0.01 く0.2 く0.4 - - -
酉団地 く0.∝I2〈0.(氾4く0.0∝芯 〈0.(氾06 く0.0ー く0.01 く0.2 く0.4 - - -
0ー月22日 実 酉団地 - - - - - - - - - - -
11月12日 莱検系 北団地 <0.002く0,∝l4〈0.OCO5<0.0006<0.0]1 く0.01 く0.2 0.50 く0.5 0.01 0.04東団地 く0.(氾2く0.山4く0.OCO5〈0.COOSく0.(氾1 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.03酉団地 く.(氾2く.α)4<0.0005〈.COO6<0.001 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.12
11月26日 実 西団地 - - - - - - - - - - -
12月10日 実験莱 北団地 く0.∝I2く0.(泊4<0.0005 く0.006 <0.001 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 0.02 0.03東団地 く0.∝l2く0.∝ー4く0.0035 く0.006 く0.∝l1 〈0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 く0.01西団地 く0.∝ー2く0∞4く0.0(価 く_006く0.∝l1 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.05
12月24日 実 西団地 - - - - - - - - - - -
平成22年一月14日 莱檎系 北団地 く0,CK)2く0.04く0.0(X芯<0.0006く0.(氾1 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 0.01 0_03束韓地 〈0.∞2<0.004く0.0(XBく0.(氾06く0.CK)1 く0.0ー く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0_01酉団地 く0.α)2く0.(泊4く0.0∝芯く0.(氾06く0.(カ1 く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 0.05
1月28日 実 西団地 - - - - - - - - - - -
2月4日 莱検系 北団地 く0.02く0.(氾4く0.0∝芯く0.(氾060.009く0.01 く0.2 〈0.4 〈0.5 0.0ー 0.01東団地 く0.02く0.仙4〈0ー0∝応 く0.α)06く0.0ー く0.01 く0.2 く0.4 く0.5 く0.01 〈0_01西団地 く0.002く.(氾4く0.0∝6 く.α)06<0.001 く0.01 く0.2 く0.4 く0,5 く0.01 0.07
2月24日 莱 西団地 - - - - - - - - - - -
莱横系 北団地 く0.(氾2く0.CK)4く0.0(XB く0.CK)06<0.001 く0.01 く0.2 く0.4 く0,5 く0.01 0.02東Ejl地 <0.002く0.CK)4く0.0【氾5く0.α)06<0.001 〈0.01 く0.2 く0.4 く0.5 〈0.01 0.02西団地 <0.002く.CK)4く0.0(XXiく.α)06 く.001 く0.01 く0.2 く0.4 く0,5 〈0.01 0.05
3月18日 莱 西団地 - - - - - - - - - - -
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表5-3 平成21年度津島地区団地実験洗浄抹水 ･生活抹水水質分析結果
測定項目 環境項目等 学内規制項目
秩及びその化合物(溶解性) マカ ン`及びその化合物(溶解性) クロム及びその化合物 生物化学 浮遊物箕主 JAマ一トキサン 窒素含有量 #含有量 沃素消費量 化学的 大A車群数(単位) 的敢兼要求量 抽出物箕含有量 ##要求霊
採水日 団地毛 bg′り bB/l) bg′l) hB/り bdl) bg′[) bg/F) (叩′-) bldl) bdl) (f/Ttl)
平成21年4月9日 莱験慕 北団地 0.06 0.02 く0.04 47.0 6 く0.5 4.5 0.ー20 く10 27.0 430
束団地 0.02 く0.01 く0.04 く一.0 く1.0 く0.5 く1.0 0,日0 〈10 1.7 2
西団地 0.25 0.02 〈0.04 4.4 2 〈0.5 4.6 0.79) 〈10 6.0 270
5月14日 莱秩慕 北団地 0.13 0.24 〈0.04 - - 〈0.5 1.3 0.10 く10 6.1 44東団地 0.04 く0.01 く0.04 - - 〈0.5 く一.0 0.日0 く10 1.9 3CO西域地 0.24 く0.01 く0.04 - - く0.5 I.3 0.ー40 く10 5.5 150
6月日日 莱秩慕 北団地 0.09 0.02 く0.04 7.1 3 く0.5 く1.0 0.ー30 く10 4.1 150
束団地 く0.01 く0.01 く0.04 く一.0 2 〈0.5 く一.0 0.230 く10 2_9 380
西団地 0.08 0.02 く0.04 1.9 2 く0.5 1.3 0.2ー0 く10 4.4 88
7月9日 莱秩系 北団地 0.04 0.01 く0.04 - - く0.5 く1.0 0.130 く10 8.2 25
東団地 く0.01 く0.01 〈0.04 - - く0.5 く1.0 0.ー20 く10 2.9 56
西団地 0.17 く0.01 〈0.04 - - く0.5 一.ー 0.ー40 く10 6.6 73
7月23日 莱 西団地 - - - 0.(泊0 0.(X氾 0.000 0.00 0.00) 0.000 0.(拍0 0.(カ0
8月6日実験系 北Bl地 0.04 く0.01 く0.04 5.0 3 く0.5 I.3 0.10 く10 7.1 4束団地 く0.01 く0.01 く0.04 <1.0 く1.0 く0.5 く一.0 0.120 くー0 2.3 1西団地 0.07 く0.01 く0.04 2.0 3 く0.5 I.3 0.㈱ 〈ー0 3.7 43
8月27日 莱 西団地 - - - 0.00 0.00 0.00 0.00 0.(耕) 0.000 0.000 0.000
9月一一日 莱秩系 北団地 0.03 く0.01 く0.04 - - 〈0.5 く1.0 0.050 くー0 3.9 29
東Bl地 く0.01 く0.01 く0.04 - - <0.5 一.8 0.2(刀 くー0 2.3 60
西団地 0.15 <0.01 〈0.04 - - く0.5 く1.0 0.1(氾 くー0 5.1 530
9月24日 実 西団地 - - - 0.(刀0 0.OX) 0.0∝) 0.00 0,∝沿 0.0∝l 0.00 0.00
10月8日 実秩系 北団地 0.03 0.01 く0.04 5.ー 1 <0.5 一.2 0.130 く10 5.ー 21JXLO
束横地 0.02 く0.01 く0.04 一.8 く1.0 〈0.5 く1.0 0.150 く10 2.8 210
西団地 0.27 く0.01 く0.04 6.4 2 く0.5 1.3 0.190 〈ー0 6.8 虹i氾
坐請系 北囲地 - - - - - - - - - - -
BT(13) - - - - - - - - - - -
哩(15) - - - - - - - - - - -
新技術(16) - - - - - - - - - - -
東団地 - - - - - - - - - - -
西団地 - - - - - - - - - - -
10月22日 莱 西団地 - - - - - - - - - - -
11月 2ー日 莱秩系 北団地 0.05 く0.01 く0.04 - - く0.5 1.0 0.080 くー0 3.8 180
東団地 0.04 く0.01 く0.04 - - く0.5 〈1.0 0.1∝) く10 2.1 1
西団地 0.tt 0.01 く0.04 - - く0.5 1.0 0.1CK) く10 3.ー 16
11月26日 実 西団地 - - - - - - - - - - -
12月tOE]実験系 北団地 0.05 く0.01 く0.04 8.9 2 〈0.5 〈1.0 0.1(刀 く10 4.4 2束団地 0.04 く0.01 く0.04 〈1.0 く一.0 〈0.5 く1.0 0.150 く10 2.0 4西団地 0.22 <0.01 く0.04 18.0 5 く0.5 く1.0 0.080 く10 10.0 13
12月24日 実 西団地 - - - - - - - - - -
平成22年1月 4ー日 莱秩系 北団地 0.03 〈0.01 く0.04 - - く0.5 1.1 0.120 〈10 4.3 1
東団地 く0.0ー く0.01 く0.04 - - く0.5 〈1.0 0,140 〈10 2.4 0
西団地 0,ー4 〈0.01 〈0.04 - - く0.5 〈1.0 0.080 〈10 6.9 0
1月2&日 莱 西団地 - - - 0.(氾0 0.(X氾 0.OCO 0.00 0.(伽 0.0∝I 0.仙0 0.(氾0
2月4日 実秩系 北団地 0.03 く0.01 く0.04 15.0 2 く0.5 く1.0 く0.05 〈10 9.3 7
束団地 0.02 く0.01 く0.04 く1.0 く一.0 く0.5 く1.0 0.130 く10 2.9 38
西団地 0.29 0.01 く0.04 9.5 4 く0.5 く1.0 0.080 〈10 8.7 6
2月24日 莱 西団地 - - - - - - - - - -
実検系 北団地 0.07 く0.01 く0.04 - - く0.5 1.8 0.180 く10 8.2 120
東団地 0.02 く0.01 く0.04 - - 〈0.5 く1.0 0.080 く10 3.1 80
西団地 0.26 0.06 く0.04 - - 〈0.5 く1.0 0.180 く10 7.2 66
3月18日 実 西団地 - - - - - - - - - - -
排除基準 0ー 10 2 6(氾 6(泊 鉱物油5Lh柏油30 80 32 220 50 3∝lO
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3.廃棄物管理
平成 21年度における大学全体の廃棄物発生量について,平成 22年 6月に岡山大学廃棄物管理規程
に基づき集計した結果を表6に示しますO
平成 20年度に比較して,廃棄物の総排出量は低下していますが,再資源化率も低下しています｡
岡山大学の教職員 ･学生全ての構成員が,今後とも廃棄物の排出抑制に向けた取組を継続されること
を望みます｡
表6 平成21年度部局別廃棄物処理量集計
部局名 産業廃棄物管理票発行枚数 年間処理量(t) 廃棄物発生合計量(t)再資源化量 産業廃棄物処理丘一般廉兼物処理i
事務局 9 35.472 6.628 17.164 59.264
事務局(学務部) 25 20.727 23.278 37.044 81.049
事務局(一般教育棟) 16 2.391 12.572 29.7∝) 44.663
社会文化科学研究科 48 19.628 15.472 7.070 42.170
教育学部 58 21.613 7.605 81.598 110.816
理学部 42 25.050 8.776 28.476 62.302
薬学部 40 20.766 16.467 54.042 91.275
工学部 74 50.972 24.512 62.375 137.859
環境理工学部 41 21.654 7.605 66.940 96.199
農学部 60 13.398 13.658 28.824 55.880
情報統括センター 4.650 1.366 - 6.016
附属図書館 1 8.166 1.791 0.322 0ー.279
大学院自然科学研究科 - - - -
保健管理センター 2 - 1.215 2.290 3.505
環境管理センター 103 - - 28.313 28.313
医歯薬学総合研究科(鹿田) 149 4.370 - 3ー0.618 134.988
大学病院 357 414.573 66一.810 394.089 1,470.472
大学病院三朝医療センター 14 5.615 28.000 3.542 37.ー57
地球物質科学研究センター 2 4.290 3.600 2.260 0ー.ー50
資源植物科学研究所 37 3.402 7.758 7ー.5ー7 28.677
附焦中学校 4 - 8.176 15.760 23.936
附属小学校 1 - 21.611 0.660 22.27ー
附属幼稚園 1 - - 2.8∝ー 2.800
附属特別支援学校 1 0.355 3.787 5.920 10.062
総 合 計 一,085 677.092 875.687 989.5休 2.542.285
− 43 −
4.環境管理
平成21年4月に施行された新たな化学物質管理規程に基づき,各種調査等を行っていますO
ここで,平成 22年 4月よりPRTR法の改正が適用され,第一種指定化学物質が変更されたため,
報告様式が変更されています｡ご注意ください
4.1 平成21年度PRTR法第一種指定化学物質の使用量,排出量,移動量調査結果
規程に基づき,平成22年 5月にPRTR法第-種指定化学物質について調査を行い,平成21年度の
状況をとりまとめました｡調査結果の抜粋を表7に示します｡今回,津島地区でのクロロホルムの排
出量 ･移動量が年間 1トンを超えたため,届出を行いました｡
表7 平成21年度PRTR法第一種指定化学物質の排出量 ･移動量 (単位 :kg)
第-種指定化学物質 取扱量 排出量 移動量 排出量 .移動量計
アセ トニ トリル 606.7 18.4 588.2 606.6
キシレン 487.3 3.7 199.5 203.2
エチレンオキシド 800.0 1.0※) 0.1 1.1
クロロホルム 1740.4 58.1 1,235.7 1,293.8
ジクロロメタン 785.3 18.9 673.1 692.0
トルエン 368.6 4.9 311.3 316.2
ベンゼン 18.7 0.2 22.4 22.6
ホルムアルデヒド 401,0 3.3 122.9 126.2
※)エチレンオキシドの排出には,触媒により無害化がなされている
4.2 化学物質管理規程に基づく照合状況
化学物質の中でも,毒劇物については,その性状から法令等により厳格な管理が求められています｡
大学においても法令等を遵守し,社会一般に認められる管理を行うことが必要ですO
平成21年 6月には,新たに施行された規程を準用し,平成20年度に行われた照合作業 (棚卸し)
について確認を行いました｡多くは平成 20年度に毒劇物の管理状況調査を行っていた関係で照合作
業が行われていました｡
また,平成 22年度からは規程が適用され,部局毎に前年度に行われた実績について,所定の様式
(様式第 1号)を用い,定期的に報告する必要があり,平成22年 5月には平成21年度実績について
報告が行われています｡
4.3 化学物質管理規程に基づく監査
規程に基づき,平成 21年 10月から12月にかけて化学物質の管理状況監査を行いました｡今回,
規程が施行された初年度であることから,センター長を筆頭に全部局-赴き,部局長-のヒアリング
及び毒劇物管理状況の確認を主に行いました｡結果については,学長及び平成 22年 2月開催の部局
連絡会-の報告を行い,各部局-通知を行いました｡概況として,現地確認の際,一部に保管管理が
悪い状況がみられ,口頭にて改善指示を行っていますO今後の改善が急がれますO
平成 22年度については,9月に案内及び事前調査が行われ,10月以降で説明及び監査が行われる
予定です｡
